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【学校教育目標】 夢や目標を持ち、人間性豊かで実践力と忍耐力のある生徒の育成
【めざす生徒】 自律的な生徒 協力する生徒 努力する生徒
【めざす教師】 生徒と共に伸びていく教職員集団

3年生は、今この瞬
卒業式を明日に控えた今日、今年度を振り返 間になって初めて気づ

ってみましょう。 くこともたくさんあった
年度当初に、生徒のみなさんにこのようなお と思います。

願いをしたのを覚えてくれていますか？ 『15の春』で人生
１年間を通して意識して行動してほしいことが 最初の岐路に立って

３つあります。 「よく頑張ったな」「あ
の時もっと頑張ってお

ひとつめに けば」「みんなと別れる
「身近な目標の達成と将来の夢を のは寂しい」「高校生

しっかりと考えていってほしい。」 活上手くやっていけるかな」「新しい出逢いが待ち遠
しい」など様々なことを考えていると思います。3年間

中学時代のそれぞれの学年でやるべきことが の日々を振り返りながら、これから先の生活に夢や希
あります。その中で、最大限にできる努力をして 望をもって、明日の卒業式を迎えることになります。中
ほしいし、そのためには具体的な目標をもって頑 学時代の貴重な経験をいかして、将来自分自身を輝
張ることが重要です。 かせることができるよう頑張ってください。 ２年生
考える時間も十分にあるので、日々の振り返 は、PASカードを活用

りもしながら、ぜひ真剣に取り組んでみてくださ し、自分自身の適性
い。 を調べ、高校選びや

職業選択についての
ふたつめに 参考にしつつ、学びを
「みんなが楽しく学校生活が送れる努力を！」 深めています。

また、「就職ガイダ
学校生活は、いろんな集団での生活がありま ンス」の授業では、聞

す。クラスや部活動で共に頑張るためには、一人 き方練習や挨拶、礼
ひとりを大切にし、それぞれの意見を尊重できる 儀などのスキルを学
人であってほしいです。 ぶことができました。
みんなが協力して動ける集団になれるよう、そ 次年度の５月に予定されている職場体験学習でい

れぞれに考えてください。 ろいろな職業に触れることや地域課題を知ることで
でも、問題は起こります。「なぜ、その問題が起 自分の可能性を広げようとしています。

きたのか」原因や課題を友達同士、先生方を交 また、それぞれに悩みを抱えながらもみんなで協同
えて、保護者の方を交えて・・・誰もが楽しい生 できる集団になっていってほしいです。
活を送れるように改善していく、同じ失敗を繰り 4月から最高学年と
返さないようにしてください。 して学校のリーダーとなる自覚をもち、学年・個人とし
自分がされて嫌なことはしない。自分が言わ ても更に成長していってくれることを期待しています。

れて嫌なことは言わない。お願いしておきます。そ
れが、いじめを絶対にゆるさないということです。 １年生は、修学旅行

に向けて、平和学習に
最後に 力を入れて勉強してい
「感謝の心を忘れずに！」 ます。

次年度は中堅学年と
みなさんの成長や目標達成のためには、多く して、積極的に学校全

の人の支えが必要となってきます。その人達に常 体の役割も果たしてく
に感謝の気持ちをもって接することが、人として れることを期待してい
の成長につながります。 ます。
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今年を振り返ってみ 本校の学校重点目標のひとつに「人権教育の充
ると、みなさんは多くの 実を図り、心豊かな生徒を育てる」があります。
行事に積極的に取り組 各教科にはそれぞれ目標がありますが、教科外に
んでくれていたように思 も次のような目標があり、取り組んできました。
います。
特に、３年生のみなさ 特別活動

んがリーダーシップを発 学級活動・生徒会活動・学校行事において、望ま
揮してくれたのが体育 しい集団活動や人間関係について体験を通して学
祭でした。昨年度より実 び、自他を尊重し、社会に貢献する姿勢を養う。
施している応援合戦で
は、自分たちでアイデア 総合的な学習の時間
を出し合い、形にしてい 教科横断的な内容の学習や体験的活動を通し
く楽しさを実感すること て、課題を解決するための実践的行動力や豊かな
ができたはずです。 人間性を養う。
また、後輩たちに伝え

つつ、仕上げていくこと 学習活動の中で、人権標語を作成し、海陽町の
の難しさを経験しながら 「わたしの思い」に掲載していただく作品が決定しま
も見事に成し遂げ、貴 したので、ご報告いたします。
重な体験となったことで
しょう。 1年生
体育祭は、午前中開

催で時間短縮の流れの 「ありがとう」 人の笑顔を つくる魔法
ある中で、「自分たちで 尾崎 啓太
創り上げる喜び」や「達 助け合い あなたと私で 変える未来
成感を味わいたい」とい 坂本 和霞
う気持ちを仲間と共有 ありがとう 僕の気持ちを 伝えよう
しました。苦しみながら 島田 智
も本番一発勝負の演技 幸せな 世界の一日を あなたから
を終えた子どもたちは 堀内 ひより
本当に輝いていました。 2年生
半年が過ぎようとしてい
る今でもあの感動の場 生きてこられたこと 支えてくれた人
面がよみがえってきま 全てに「ありがとう」
す。 生垣 悠
もうひとつは、イーグ いのちとは かけがえのない

ルフェスティバルです。 人と人との巡り合い
３回目を迎えた今年 泉谷 紗々

度は、昨年度の反省を 地球上 命は一つの 宝物
いかし、自分たちが学 黒川 桜華
習を通して身に付けた 感謝の心 言葉にのせて 伝えよう
知識やスキルを来場者 松本 芽久
との交流を通して表現 ３年生
し、評価してもらいまし
た。 「ありがとう」で 心に感謝の 花咲かそう
次年度に向けての課 金本 悠生

題も見えて、更なる進化 思いやり その行動で 笑顔咲く
を遂げることを願ってい 福光 風雅
ます。 感謝の芽 みんなで育てて 花咲かそう
本校の子どもたちは、 山本 怜奈

学校生活を前向きに捉 普段から 感謝の気持ち 忘れずに
え、工夫やアイデアを凝 吉田 芽莉
らして頑張ることができ
ていました。
その中で見せる『笑
顔』に職員一同救われ
る場面は本当に多かっ
たです。いろいろな行事
の中で絆を深め、協力
する姿勢を失わずに団

結し、それぞれに成長することができていました。 本年度、本校の学校教育活動にご理
3年生は、これから新たな道に進み、活躍してくれ 解・ご協力いただき、誠に有り難うござ

ることを心より願っています。 いました。
そして新たな出逢いの中で、仲間とのコミュニケ 来年度もどうぞよろしくお願いいたし

ーションをしっかりととり、『笑顔』で頑張ってくれる ます。
ことを楽しみにしています。


